


















































































































































































































































































































































































































































































































































































済学的規定をすれば(1 )集積不利益(2 ) 
都市的生活様式の破綻(とくに杜会的共同消
費の不足)に集約できるとしている。これに、
資本主義固有の都市問題があり、 a貧困者の
スラムへの累積、 b土地問題があるとしてい
る。(宮本憲一『都市経済論 共同生活条件の
政治経済学 (第二版)J筑摩書房、 1990年、
47ベージ。
21 もともと、社会的一般的労働手段と杜会
的共同消費手段は、ともに資本制社会の再生
産の一般的条件である。したがって、少なく
ともその最低限の創設費用は資本制社会のに
ない手たる法人企業や資本家の所得によって、
主としてまかなわれるべきである J(前掲書
18、46ベージ)。
(愛媛大学法文学部総合政策学科)
-100・
